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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年5月27日(2010.5.27)

【公表番号】特表2007-503451(P2007-503451A)
【公表日】平成19年2月22日(2007.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2007-007
【出願番号】特願2006-524824(P2006-524824)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7105   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/713    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/715    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/74     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  45/06    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7105  　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/713   　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  31/715   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/74    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ａ６１Ｐ  27/06    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  16/22    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月26日(2010.3.26)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）ＰＤＧＦアンタゴニスト；
　（ｉｉ）ＶＥＧＦアンタゴニスト；及び
　（ｉｉｉ）医薬的に許容される担体
を含有し、前記ＰＤＧＦアンタゴニスト及びＶＥＧＦアンタゴニストが、患者において血
管新生疾患を抑制するのに十分な量で存在する、医薬組成物。
【請求項２】
　ＰＤＧＦアンタゴニストがＰＤＧＦ－Ｂアンタゴニストである、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３】
　ＶＥＧＦアンタゴニストがＶＥＧＦ－Ａアンタゴニストである、請求項１に記載の組成
物。
【請求項４】
　ＰＤＧＦアンタゴニストが、核酸分子、ペグ化もしくは非ペグ化アプタマー、アンチセ
ンスＲＮＡ分子、リボザイム、ＲＮＡｉ分子、タンパク質、ペプチド、環状ペプチド、抗
体もしくは抗体フラグメント、糖、ポリマー又は小有機化合物である、請求項１に記載の
組成物。
【請求項５】
　ＶＥＧＦアンタゴニストが、核酸分子、ペグ化もしくは非ペグ化アプタマー、アンチセ
ンスＲＮＡ分子、リボザイム、ＲＮＡｉ分子、タンパク質、ペプチド、環状ペプチド、抗
体、抗体の結合フラグメント又は小有機化合物である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　ＶＥＧＦアンタゴニストがペグ化もしくは非ペグ化アプタマーである、請求項１に記載
の組成物。
【請求項７】
　アプタマーがペガプタニブである、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　ＶＥＧＦアンタゴニストが抗体又はこの結合フラグメントである、請求項１に記載の組
成物。
【請求項９】
　ＰＤＧＦアンタゴニストがペグ化もしくは非ペグ化アプタマーである、請求項１に記載
の組成物。
【請求項１０】
　ＰＤＧＦアプタマーが、配列ＣＡＧＧＣＵＡＣＧＮ－ＣＧＴＡＧＡＧＣＡＵ　ＣＡＮＴ
ＧＡＴＣＣＵ　ＧＴを含む、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１１】
　血管新生疾患を治療又は予防するための医薬の製造における、（ｉ）ＰＤＧＦアンタゴ
ニスト及び（ｉｉ）ＶＥＧＦアンタゴニストの使用。
【請求項１２】
　前記医薬が（ｉ）ＰＤＧＦアンタゴニスト及び（ｉｉ）ＶＥＧＦアンタゴニストを含む
組成物である、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　前記医薬が（ｉ）ＰＤＧＦアンタゴニストを含む配合物、及び（ｉｉ）ＶＥＧＦアンタ
ゴニストを含む配合物を含有するパックである、請求項１１に記載の使用。
【請求項１４】
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　前記医薬が（ｉ）ＰＤＧＦアンタゴニスト及び（ｉｉ）ＶＥＧＦアンタゴニストを含む
配合物を含有するパックである、請求項１１に記載の使用。
【請求項１５】
　ＰＤＧＦアンタゴニストがＰＤＧＦ－Ｂアンタゴニストである、請求項１１～１４のい
ずれか１項に記載の使用。
【請求項１６】
　ＶＥＧＦアンタゴニストがＶＥＧＦ－Ａアンタゴニストである、請求項１１～１４のい
ずれか１項に記載の使用。
【請求項１７】
　ＰＤＧＦアンタゴニストが核酸分子、ペグ化もしくは非ペグ化アプタマー、アンチセン
スＲＮＡ分子、リボザイム、ＲＮＡｉ分子、タンパク質、ペプチド、環状ペプチド、抗体
もしくは抗体の結合フラグメント又は小有機化合物である、請求項１１～１５のいずれか
１項に記載の使用。
【請求項１８】
　ＶＥＧＦアンタゴニストが、核酸分子、ペグ化もしくは非ペグ化アプタマー、アンチセ
ンスＲＮＡ分子、リボザイム、ＲＮＡｉ分子、タンパク質、ペプチド、環状ペプチド、抗
体もしくは抗体フラグメント、糖、ポリマー又は小有機化合物である、請求項１１～１４
および１６のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１９】
　ＶＥＧＦアンタゴニストがペグ化もしくは非ペグ化アプタマーである、請求項１１～１
４および１６のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２０】
　アプタマーがペグアプタニブまたはその塩である、請求項１９に記載の使用。
【請求項２１】
　ＰＤＧＦアンタゴニストがペグ化もしくは非ペグ化アプタマーである、請求項１１～１
５のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２２】
　ＰＤＧＦアプタマーが配列ＣＡＧＧＣＵＡＣＧＮ－ＣＧＴＡＧＡＧＣＡＵ　ＣＡＮＴＧ
ＡＴＣＣＵ　ＧＴを含む、請求項２１に記載の使用。
【請求項２３】
　血管新生疾患が眼血管新生疾患である、請求項１１に記載の使用。
【請求項２４】
　眼血管新生疾患が、虚血性網膜症、虹彩血管新生、眼内血管新生、加齢性黄斑変性、角
膜血管新生、網膜血管新生、脈絡膜血管新生、糖尿病性網膜虚血及び増殖性糖尿病性網膜
症である、請求項２３に記載の使用。
【請求項２５】
　血管新生疾患が乾癬又は慢性関節リウマチである、請求項１１に記載の使用。
【請求項２６】
　ＶＥＧＦアンタゴニストが抗体または抗体の結合フラグメントである、請求項１１～１
４および１６のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２７】
　（ｉ）ＰＤＧＦアンタゴニスト、ここで前記ＰＤＧＦアンタゴニストは核酸分子または
ペグ化もしくは非ペグ化アプタマーである；
　（ｉｉ）ＶＥＧＦアンタゴニスト、ここで前記ＶＥＧＦアンタゴニストは抗体または抗
体の結合フラグメントである；及び
　（ｉｉｉ）医薬的に許容される担体、
を含有し、前記ＰＤＧＦアンタゴニスト及びＶＥＧＦアンタゴニストが、患者において血
管新生疾患を抑制するのに有効な量で存在する、医薬組成物。
【請求項２８】
　（ｉ）ＰＤＧＦアンタゴニストを含む配合物、ここで前記ＰＤＧＦアンタゴニストは核
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酸分子またはペグ化もしくは非ペグ化アプタマーである；及び
　（ｉｉ）ＶＥＧＦアンタゴニストを含む第２の配合物、ここで前記ＶＥＧＦアンタゴニ
ストは抗体または抗体の結合フラグメントである、
を含有する、医薬パック。
【請求項２９】
　（ｉ）ＰＤＧＦアンタゴニスト、ここで前記ＰＤＧＦアンタゴニストは核酸分子または
ペグ化もしくは非ペグ化アプタマーである；及び
　（ｉｉ）ＶＥＧＦアンタゴニスト、ここで前記ＶＥＧＦアンタゴニストは抗体または抗
体の結合フラグメントである、
を含む配合物を含有する、医薬パック。
【請求項３０】
　ＰＤＧＦアンタゴニストが、６位、２０位及び３０位に２’－フルオロ－２’－デオキ
シウリジン；８位、２１位、２８位および２９位に２’－フルオロ－２’－デオキシシチ
ジン；９位、１５位、１７位及び３１位に２’－Ｏ－メチル－２’－デオキシグアノシン
；２２位に２’－Ｏ－メチル－２’－デオキシアデノシン；１０位及び２３位の「Ｎ」に
ヘキサエチレン－グリコールホスホルアミダイト；及び３２位に逆方向Ｔ（即ち、３’－
３’－結合）を有する、配列ＣＡＧＧＣＵＡＣＧＮ　ＣＧＴＡＧＡＧＣＡＵ　ＣＡＮＴＧ
ＡＴＣＣＵ　ＧＴを有するペグ化アプタマーである、請求項２１に記載の使用。
【請求項３１】
　眼血管新生疾患を治療もしくは予防するための医薬の製造における、ＰＤＧＦアンタゴ
ニストの使用。
【請求項３２】
　ＰＤＧＦアンタゴニストがＰＤＧＦ－Ｂアンタゴニストである、請求項３１に記載の使
用。
【請求項３３】
　ＰＤＧＦアンタゴニストが、核酸分子、ペグ化もしくは非ペグ化アプタマー、アンチセ
ンスＲＮＡ分子、リボザイム、ＲＮＡｉ分子、タンパク質、ペプチド、環状ペプチド、抗
体もしくは抗体の結合フラグメント又は小有機化合物である、請求項３１または３２に記
載の使用。
【請求項３４】
　ＰＤＧＦアンタゴニストがペグ化もしくは非ペグ化アプタマーである、請求項３１～３
３のいずれか１項に記載の使用。
【請求項３５】
　ＰＤＧＦアンタゴニストが、６位、２０位及び３０位に２’－フルオロ－２’－デオキ
シウリジン；８位、２１位、２８位および２９位に２’－フルオロ－２’－デオキシシチ
ジン；９位、１５位、１７位及び３１位に２’－Ｏ－メチル－２’－デオキシグアノシン
；２２位に２’－Ｏ－メチル－２’－デオキシアデノシン；１０位及び２３位の「Ｎ」に
ヘキサエチレン－グリコールホスホルアミダイト；及び３２位に逆方向Ｔ（即ち、３’－
３’－結合）；及び３２位に逆配向（即ち、３’－３’－結合）を有する、配列ＣＡＧＧ
ＣＵＡＣＧＮ　ＣＧＴＡＧＡＧＣＡＵ　ＣＡＮＴＧＡＴＣＣＵ　ＧＴを有するペグ化アプ
タマーである、請求項３４に記載の使用。
【請求項３６】
　眼血管新生疾患が、虚血性網膜症、虹彩血管新生、眼内血管新生、加齢性黄斑変性、角
膜血管新生、網膜血管新生、脈絡膜血管新生、糖尿病性網膜虚血及び増殖性糖尿病性網膜
症である、請求項３１に記載の使用。
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